
事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法
NF-Repにより、検査対象者にヒアリングを行い、次回
以降の検査における環境改善の糧としている。

備考

実施した事業の内容

○令和3年度アメリカンフットボール検査対象競技会
　①12月19日　第76回毎日甲子園ボウル　会場：甲子園球場
　②12月14日（予定）　JAPAN X BOWL　2021　については、社会人決勝をライスボウルと位置付け
たことから、
　　　　　　　JXBはなくなった
　③1月3日　　第75回ライスボウル　　　会場：東京ドーム

情
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施結果並び
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使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

事業に対する評価
当初3会場での競技会検査よていであったが、日本選手権の位置付け変更に伴い2会場での検査に変
更となったが、検査会場では、NF-Repの協力により円滑な検体採取等が行われた。

助成事業者名 公益社団法人日本アメリカンフットボール協会

事業名 ドーピング検査

事業の成果 競技会検査を2会場で受診した。

事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
ドーピング検査推進事業

ドーピング検査事業　※競技団体用

行った 行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


